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平
成　

年
度
総
会
開
催

２８
　

五
月
二
十
八
日
（
土
）、
長
野
市
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
館
に
お
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
来
賓
を
代
表
し
、
長
野
県
議
会
副
議
長
・

下
沢
順
一
郎
様
、
長
野
県
県
民
文
化
部
次
世
代

サ
ポ
ー
ト
課
長
・
青
木
隆
様
か
ら
御
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

祝 
辞 
要 
旨

下
沢
県
議
会
副
議
長　

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
激
な

少
子
化
の
進
行
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
急
激
な
普
及
、
地
域
社
会
に
お
い
て
人
と

つ
な
が
る
機
会
の
減
少
な
ど
、
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
虐
待
や
い
じ
め
、
不
登
校
、
さ
ら
に

は
非
行
の
深
刻
化
や
低
年
齢
化
な
ど
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
未
来
に
対
し
て
夢
を
抱
き
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
の
び
の
び
と
育
つ
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
私
た
ち
大

人
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

県
議
会
と
し
て
も
、
今
年
２
月
定
例
会
に
お

い
て
、「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書
」
を
採
択
し
、
児
童
及
び
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
充
実
や
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強

化
等
を
行
う
よ
う
国
に
対
し
て
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
、
明
る
く
成
長
し

て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
る
長
野
県
を
目
指
し
て
、

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
木
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
長　

　

４
月
１
日
よ
り
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
、

名
称
も
変
更
さ
れ
ま
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
状
況
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
を
通
し
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
性
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

る
と
い
う
状
況
も
多
々
見
ら
れ
ま
す
。
県
で
は
、

子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
の
制

定
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

自
ら
が
体
験
し
、
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性

を
培
い
、
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て

活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
本
県
の
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、
皆

様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
貴
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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⑵　
　

本
年
度
よ
り
、
一
般
社
団
法
人
長
野
県
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
と
団
体
名
を
変
更
し
、
社
会

的
責
任
を
よ
り
重
く
負
う
団
体
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
を
致
し
ま
し
た
。
関
係
者
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
出
席
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
県
下
各
地

の
子
ど
も
会
・
育
成
会
、
市
町
村
の
代
表
者
と

し
て
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
会
は
、
法
人
と
し
て
の
名
称
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
当
初
よ
り
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
よ
う
」「
子
ど
も
の
手
に
よ
る
子
ど
も

会
の
育
成
」
を
一
貫
し
た
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
体
験
し
考
え
る
力
や
豊
か
な

人
間
性
な
ど
、、
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
や
家
庭
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
自
主
的
な
子
ど
も
会
活
動
を
支
援
し
て
ま
い

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

変
革
す
る
社
会
の
中
に
あ
り
ま
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
外
遊
び
が
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
内
閣
府
で
発
表
さ

れ
た
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す

る
調
査
に
よ
り
ま
す
と
小
学
生　

パ
ー
セ
ン
ト
、

61

中
学
生　

パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
生　

パ
ー
セ
ン

80

98

ト
が
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
い
ず
れ
も
長
時
間
ネ

ッ
ト
に
依
存
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
の
不
足
か
ら
く
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
や
家
族
・

友
達
と
の
心
の
触
れ
合
い
不
足
が
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
促
し
、

子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
を
通
し
て
育
成
者
自
ら
の
資
質
や
指
導
力
、

更
に
は
地
域
の
教
育
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

当
連
合
会
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
、
近
年
参
加

者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
た
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
が
各
市
町
村
で
、
又
各
地
区
で
育
成
会
活

動
に
参
画
し
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
事

業
の
意
義
す
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

育
成
会
活
動
は
、
県
内
各
市
町
村
の
暖
か
い

 
総
会
挨
拶
要
旨 

一
般
社
団
法
人
長
野
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会　

宮　

澤　

淳　

治　

会
長　

　

平
成　

年
度　

２８

長
野
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
長
表
彰

　
☆
個
人
指
導
者

　
　

上
田
市　
　

武　

井　

良　

行

　
　
　

〃　
　
　

長
谷
川　

忠　

男

　
　

岡
谷
市　
　

牛　

越　

智　

彦

　
　

飯
島
町　
　

齋　

藤　

英　

樹

 　☆
個
人
育
成
者

　
　

上
田
市　
   
竹　

内　

聖　

浄

　
　

茅
野
市　
　

渡　

辺　
　
　

修

　
　
　

〃　
　
　

芹　

澤　

和　

泉

　
　

松
本
市　
　

西　

口　

恵
利
子

　
　

飯
山
市　
　

関　

谷　

公　

典

　
☆
団　

体

　
　

諏
訪
市　
 
豊
田
子
ど
も
会
育
成
会

受賞おめでとうございま受賞おめでとうございますす
　

６
月　

日
、
長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ

18

ン
タ
ー
に
お
い
て
今
年
度
第
一
回
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

名
の
応
募
が
あ
り
午
前
は
講
義
、
各

22
地
の
活

動
紹
介
、

午
後
は

ス
タ
ッ

フ
選
出

に
続
き
、

第
二
回

へ
の
希

望
・
意

見
を
募

り
ま
し

た
。 平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
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ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
セ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

ナ
ー
開
催

ご
理
解
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
子
ど

も
会
活
動
に
対
す
る
安
全
教
育
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ガ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
安
全
共
済
制
度
の
ご
負
担

増
を
今
年
度
よ
り
お
願
い
し
、
一
年
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
会
・
育
成

会
活
動
に
、
又
、
当
連
合
会
活
動
に
御
支
援
と

御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各
地
の
子

ど
も
会
・
育
成
会
の
御
発
展
と
出
席
者
の
皆
様

の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
し

ま
す
。
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　⑶

会　

長　

宮
澤　

淳
治
（
千　

曲　

市
）

副
会
長　

宮
林　

孝
子
（
松　

本　

市
）

　
　
　
　

後
藤
富
美
男
（
東　

御　

市
）

　
　
　
　

大
作　

公
明
（
茅　

野　

市
）

監　

事　

田
村　

守
康
（
山　

形　

村
）

　
　
　
　

宮
﨑　

正
志
（
飯　

島　

町
）

理　

事　

篠
原　
　

栄
（
小　

海　

町
）

　
　
　
　

倉
澤　

陽
一
（
佐
久
穂　

町
）

　
　
　
　

竹
内　

守
道
（
上　

田　

市
）

　
　
　
　

五
味　
　

稔
（
富
士
見　

町
）

     　
　
 
倉
澤　

邦
弘
（
伊　

那　

市
）

　
　
　
　

小
出　
　

勇
（
駒
ヶ
根　

市
）

　
　
　
　

木
下　

啓
爾
（
高　

森　

町
）

　
　
　
　

久
保
寺
明
子
（
上　

松　

町
）

　
　
　
　

佐
藤　

完
司
（
塩　

尻　

市
）

　
　
　
　

望
月　
　

剛
（
安
曇
野　

市
）

　
　
　
　

海
川　

明
文
（
大　

町　

市
）

　
　
　
　

松
澤　

義
和
（
小　

谷　

村
）

　
　
　
　

山
﨑　

弘
幸
（
坂　

城　

町
）

　
　
　
　

横
山　

裕
行
（
飯　

綱　

町
）

　
　
　
　

高
澤　

勇
一
（
飯　

山　

市
）

　
　
　
　

岩
下　
　

徹
（
山
ノ
内　

町
）

　

平
成　

年
度

２８

　

一
般
社
団
法
人
長
野
県
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
役
員　

　

平
成　

年
度
の
育
成
研
究
協
議
会
は
、
一
般

28

社
団
法
人
に
移
行
を
記
念
し
、
千
葉
大
学
名
誉

教
授
・
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
学
長
の
明
石
要
一

先
生
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
子
ど
も
を
逞
し
く
育
て
た
い
と
、

青
少
年
文
化
の
研
究
に
精
力
的
に
取
組
ん
で
お

ら
れ
、
固
定
化
・
画
一
化
さ
れ
た
従
来
の
教
育

学
を
超
え
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
や
研
究
を
行

い
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
に
講
演
会
の
レ
ジ
ュ
メ
を
掲
載
し
ま
す
。

 　

講 
演 
会

 
家
庭
・
学
校
・
地
域
の

　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
子
育
て
を
し
よ
う

　
　

～
子
ど
も
会
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
～

１　

頭
の
体
操

⑴
町
づ
く
り
の

三
つ
の
条
件

は
何
か
。

⑵
人
は
一
日
で

弱
点
を
示
す

時
が
三
回
あ

る
。
い
つ
か
。

⑶
「
い
と
こ
」
に
代
わ
る
ナ
ナ
メ
の
関
係
の

構
築
は
ど
ん
な
代
替
装
置
を
用
意
す
れ
ば

よ
い
か
。

２　

子
ど
も
が
変
わ
っ
た

⑴
幼
児
の
遊
び
が　

年
間
で
か
わ
っ
て
き
た
。

10

な
ぜ
か
「
配
膳
遊
び
」
が
増
え
て
い
る
。

⑵
集
団
の
意
思
決
定
が
で
き
な
い
（
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
で
き
な
い
）
子
供
が
増
え
た
。

⑶
「
肉
食
女
草
食
男
」
は
小
学
生
か
ら
出
現

し
て
い
る
。

⑷
「
子
ど
も
の
大
人
化
」
が
始
ま
っ
た
。

３　

体
験
活
動
は
な
ぜ
よ
い
か

⑴
体
験
活
動
の
よ
さ
を
三
つ
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

⑵
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
と
同
じ
よ
う
に
、
体
験

活
動
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
」
は
あ

る
か
。

⑶
読
む
力
と
書
く
力
は
ち
が
う
か
。

①
四
足
動
物
で
一
文
字
の
漢
字
を
何
個
書

け
ま
す
か

②
一
文
字
の
花
の
漢
字
を
何
個
書
け
ま
す

か

　

な
ぜ
か
、
動
物
の
方
が
書
け
る
、
そ
の

理
由
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑷
進
学
校
の
高
校
一
年
生
の
体
験
量
と
学
業

成
績
に
「
差
」
は
み
ら
れ
な
い
。「
差
」

が
み
ら
れ
る
の
は
教
育
困
難
校
に
進
ん
だ

高
校
一
年
生
で
あ
る
。
彼
ら
は　

歳
ま
で

15

に
「
体
験
ロ
ス
」
を
し
て
い
る
。

４　

が
ん
ば
っ
て
い
る
地
域
の
秘
訣

⑴
信
州
の
人
は
な
ぜ
「
信
濃
の
国
」
を
歌
え

る
か
。

⑵
群
馬
の
人
は
な
ぜ
地
名
を
知
っ
て
い
る
か
。

―
上
毛
カ
ル
タ

⑶
福
井
県
は
な
ぜ
学
力
が
高
い
か
。

５　

ど
ん
な
人
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

　

―
あ
な
た
の
生
き
方
は
ど
ち
ら
―

　
　
（
長
嶋
か
野
村
か
）

①
記
憶
に
残
る
か
…
記
録
を
残
す
か

②
今
に
生
き
る
か
…
明
日
を
考
え
て
生
き
る

か
③
口
伝
で
伝
え
る
か
…
文
書
で
伝
え
る
か

④
右
脳
（
感
性
）
が
働
く
か
…
左
脳
（
論

理
）
が
働
く
か

⑤
知
恵
を
重
ん
じ
る
か
…
知
識
を
重
ん
じ
る

か
⑥
想
定
外
か
…
想
定
内
か

⑦
決
断
が
で
き
る
か
…
判
断
が
で
き
る
か

⑧
足
で
稼
ぐ
か
…
頭
で
稼
ぐ
か

⑨
ひ
ま
わ
り
…
月
見
草

⑩
縄
文
…
弥
生

⑪
海
洋
…
農
耕

⑫
逆
算
…
積
み
上
げ

⑬
営
業
…
会
計
・
総
務

⑭
キ
リ
ギ
リ
ス
…
ア
リ

⑮
フ
ォ
ワ
ー
ド
…
キ
ー
パ
ー

上
に 
○ 
１
点

０
点
か
ら
３
点
…
野
村
的

４
点
か
ら　

点
11

　

点
か
ら　

点
…
長
嶋
的

12

15

― 
第　

回
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る 
―

37
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衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

⑷　

　

も
う
す
ぐ
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
／
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
幕
で
す
。
長
野
県
出
身
の
選
手

も
多
く
参
加
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
応
援

し
て
ま
す
。
正
々
堂
々
と
、
普
段
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
す
れ
ば
結
果
は
お
の
ず
と
つ
い

て
く
る
と
信
じ
て
ま
す
。

　

ガ
ン
バ
レ　

ニ
ッ
ポ
ン
！　
　
　

Ｋ
・
Ｎ

○
関
ブ
ロ
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
大
会

・
期
日　

平
成　

年
8
月
5
～
7
日
（
金
～
日
）

28

・
会
場　

埼
玉
県
立
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

○
第
一
回
Ｋ
Ｙ
Ｔ
指
導
者
講
習
会
（
初
級
）

・
期
日　

平
成　

年
8
月　

日
（
木
）

28

11

・
会
場　
栄
村
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

○
第
一
回
指
導
者
講
習
会

・
期
日　

平
成　

年
８
月　

日
（
土
）

28

27

・
会
場　

高
森
町　

福
祉
セ
ン
タ
ー

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回

・
期
日　

平
成　

年
９
月
3
～
4
日
（
土
・
日
）

28

・
会
場　

国
立
信
州
高
遠
青
少
年
自
然
の
家

○
第
二
回
指
導
者
講
習
会

・
期
日　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

28

11

・
会
場　

松
本
市
芳
野　

な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば

○
関
ブ
ロ
地
区
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会

・
期
日　

平
成　

年　

月
2
～
3
日
（
日
・
月
）

28

１０

・
会
場　

茨
城
県
水
戸
市
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

○
関
ブ
ロ
地
区
Ｋ
Ｙ
Ｔ
指
導
者
養
成
講
習
会
（
中
級
）

・
期
日　

平
成　

年　

月　

～　

日
（
土
・
日
）

28

12

10

11

・
会
場　
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

○
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会

・
期
日　

平
成　

年
２
月　

～　

日
（
金
～
日
）

29

17

19

・
会
場　

福
岡
県
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

こ
れ
か
ら
の
事
業
予
定

編

集

後

記

子ども会の皆さん
全国子ども会安全共済会に加入しましょう！

３，部位別件数（重なる場合もあり） ４，症状別件数（重なる場合もあり）

部位別 症状別

＊27年度全国子ども会安全共済会事故発生請求状況（支払済72件）

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
26464041133000H26年度事故件数
460023342912290H27年度事故件数
7246637531215290計

１，月別（事故発生月）

合　計指導者育成者高校生（ＪＬ）
中　学　生小　　学　　生

乳幼児学年
人数 3年2年1年6年5年4年3年2年1年

467100112592630男
26000014576210女
72710021610168840計

２，学年別

単位子ども会数計育成者高校生中学生小学生乳幼児区　　分
2,085145,01936,90686025,10874,4647,681加入者数

＊28年度加入者数状況（平成28年6月30日現在）

16

14

12

10

8

6

4

2

0

 事故発生月 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H27年度事故発生件数

H26年度事故発生件数

 学年別 
中学１年生
２％

小学１年生
６％

小学２年生
１１％

小学３年生
１１％

指導者育成者
１０％

小学６年生
２２％

小学５年生
１４％

小学４年生
２２％

頭部
顔面
頸部
肩部
背部
胸部
腰部
上腕
前腕
手部
大腿
下腿
足部
その他

7 打撲
骨折
捻挫
切傷
突指
脱臼
挫傷
擦過
歯損
関節炎
火傷
刺傷
その他
死亡

6
7

1
1

0
0

2
2
2

23
8

5
17

1

18
12

3

3

2
1

1
0
0

0

4
13

9

竿 管潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

高校生
１％


